
自治連だより

とうりん
自
治
連
だ
よ
り
創
刊
に
よ
せ
て

東
林
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

金
子
匡
甫

自
治

会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
、
自
治
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
深
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
自
治
連
だ
よ
り
『
と
う
り
ん
』
を
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
事
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

自
治
会
は
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
や
、
日
頃
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
支
え
と
な
る
「
地
域
の
力
」
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
の
実
施
や
防
犯
灯
の
維
持
管
理
、
登
下
校
の
見
守
り
、

ご
み
集
積
場
所
の
維
持
管
理
、
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
、
皆
様
に

と
っ
て
よ
り
良
い
地
域
と
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

地
区
自
治
会
連
合
会
は
地
域
住
民
の
福
祉
と
相
互
の
親
睦
を

図
る
た
め
、
各
自
治
会
や
他
地
区
の
自
治
会
連
合
会
と
の
調
整
や
、

各
種
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
共
に
地
域
の
安
全
・
安
心
に
向
け
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
自
治
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
り
、
発

行
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
八
年
度

今
後
の
取
組
み

十
二
月

○
年
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動

○
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

○
年
末
年
始
特
別
警
戒
運
動

一
月

○
東
林
地
区
賀
詞
交
歓
会

二
月

○
南
区
長
と
の
懇
談
会
（
地
区
連
会
長
・
副
会
長
）

○
第
２
４
回

東
林
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

三
月

○
自
治
会
長
研
修
会

○
自
治
会
加
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

通
年

○
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

○
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
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広
報
委
員
の
紹
介

委
員
長

嘉
松

晧

（
南
自
治
会
）

委

員
中
澤

秀
樹

（
ハ
イ
ム
相
南
自
治
会
）

吉
武

早
苗

（
相
模
大
野
ハ
イ
ツ

自
治
会
）

齋
藤

良
幸

（
東
林
間
コ
ー
ポ
ラ
ス

マ
ン
シ
ョ
ン
自
治
会
）

シリーズ 第１回

自
治
会
加
入
率
ほ
ぼ
１
０
０
％

益
々
良
く
な
る
好
環
境

上
鶴
自
治
会

会
長

野
口

秀
光

私

共

自

治

会

は
、

２

０

０

世

帯

に

も

満

た

な

い

小

自

治

会

で

す
。
自

治

会

館

を

有

し

て

お

り

ま

せ

ん
。

集

ま

り

・

会

議
等

の
折

に

は
翠

ヶ
丘

自

治
会

館
を

利

用

さ

せ

て

も

ら

っ

て

お

り

ま

す
。

最

近

で

は
、

小

学

生

・

中

学

生

の

お

子

さ

ん

の

い

る

若

い

世

帯

が

増

え

て

お

り
、
自

治
会
活
動
に
つ

い
て
も
協

力
的
で
あ
り
、

大

変

明

る

い

兆

し

も

見

え

て

お

り
、
将

来
に
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

当

自
治

会

は
東

海
大

学

付
属

相
模

高

等

学

校

・

中

等

部

に

も

接

し

て

お

り
、

生
徒

た
ち

の

登
下

校
時

の

混
雑

で
以

前

住
民

か
ら

通

り
づ

ら
い

等

の
苦

情
が

あ

り

ま

し

た

が
、

近

年

は

先

生

方

が

要

所

要

所

に

立

っ

て

指

導

さ

れ

て

お

り
、
問

題
は

解
消

さ

れ
て

い
る

と

見
て

お
り

ま

す
。
子
供
・
生
徒
た
ち
は
、
次
代
の
大
切

な
担
い
手
で
す
。

な

お

又
、
小

田

急

相

模

原

駅

付

近

か

ら
、
座

間

・

大

和

に

向

う

相

模

原

二

ツ

塚

線

に

私

共

自

治

会

は

接

し

て

お

り
、

電
線

類
の

地

中
化

及
び

車

道
・

歩
道

の

整

備

工

事

が

進

ん

で

お

り

ま

す
。

歩

道

に
も

夜
間

照

明
が

つ
く

こ

と
で

進
め

ら

れ

る

計

画

で

あ

り
、

こ

こ

一

・

二

年

で

は
近

隣
地

区

で
最

も
近

代

的
な

環
境

に

な
る
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

各

自

治

会

と

も

連

携

協

力

し
、

安

心
・

安
全

で

明
る

い
環

境

の
ま

ち
づ

く

り
に

尽
力

で

き
れ

ば
と

思

っ
て

お
り

ま

す
。

「
自
治
会
連
合
会
広
報
委
員
会

設
置
に
当
た
っ
て
」

広
報
委
員
長

嘉
松

晧

東
林
地
区
自
治
会
連
合
会
で
は
広

報
委

員
会

を

設
置

し
、
本

年
８

月
の

地
域
情
報
紙
及
び
自
治
会
連
合
会
の

ホ
ー

ム

ペ
ー
ジ

へ

の

掲

載

等

の

作

業

を
開

始
致

し

ま
し

た
。
自

治
連

広
報

紙
「

と

う

り

ん
」

・

地

域

情

報

紙

・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
あ
た
り
、

月

１

回

の

会

議

を

設

け
「

と

う

り

ん
」

・

地

域

情

報

紙

の

作

成

及

び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
向
け
、
努
力

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

他
の
自
治
会
長
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て

も
、
今
後

共

記
事

の

依
頼

等
に

対
し
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 編

集
後
記

東
林
地
区
で
一
番
小
さ
い
自
治
会

ハ
イ
ム
相
南
自
治
会

会
長

中
澤

秀
樹

当

団
地

は
東

海
大

学
付

属
相

模
高
等

学
校

中
等

部
・

東
海

大
学

相
模

高
等
学

校

と

同

じ

区

画

に

あ

り
、

南

側

と

西

側

を

フ

ェ

ン

ス

で

区

切

ら

れ

て

お

り
、
北

側
と

西
側

は
道

路
を

挟
ん

で
自

治
会
法

人
翠
ヶ
丘
自
治
会

と
接
し

て
お
り
ま
す
。

当

団
地

は
県

営
の

賃
貸

住
宅

と
し
て

成
り
立
っ
て
お
り
、
ハ
ー
ド
面
は
神
奈
川

県
に

ソ
フ

ト
面

は
居

住
者

に
任

さ
れ
て

い
ま
す
。

当

自

治

会

の

戸

数

は

８

０

戸
、

居

住

は

７

８

世

帯
、
自

治

会

加

入

は

７

８

戸

で

加

入

率

は

１

０

０

％

で

す
。
何

故

な

ら
、
入

居

す

る

条

件

に

自

治

会

に

加

入

す
る
こ
と
を
謳
っ
て
あ
る
か
ら
で
す
。

自

治
会

の
活

動
は

年
４

回
の

団
地
内

共

用

部

の

清

掃
、

敬

老

の

日

に

７

０

歳

以

上

の

会

員

に

記

念

品

の

贈

呈
、

防

犯

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
各
種
募
金
へ
の
参

加
等
で
す
。

自

治
連

合
会

へ
の

分
担

金
・

各
種
の

募
金

は
自

治
会

費
に

含
め

て
い

ま
す
の

で
、
別

個

に

集

金

は

行

わ

れ

て

い

ま

せ

ん
。自

治

会

の

課

題

と

し

て
、
賃

貸

住

宅

の
た

め
会

員
の

退
去

が
行

わ
れ

る
恐
れ

が

あ

り

ま

す
。
役

員

に

な

っ

て

も

退

去

さ
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
得

る
こ
と

で
す
。

高

齢
化

で
自

治
会

の
役

員
に

な
る
人

が

少

な

く
、

当

自

治

会

独

自

で

新

し

い

事

業

を

行

う

こ

と

が

で

き

な

く
、

又

東

林
地

区
で

の
事

業
に

参
加

で
き

る
事
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

以

上
が

当
自

治
会

の
現

状
と

今
後
の

課
題
で
す
。

歴
史
あ
る
自
治
会

東
林
間
自
治
会

会
長

古
木

昇

市

内
で

２
番

目
に

大
き

な
自

治
会
で

あ

る

東

林

間

自

治

会

は
、

加

入

世

帯

数

４

８

０

０
、

地

域

人

口

約

２

万

人

の

組

織

で

す
。
東

林

間

駅

を

中

心

に

東

林

地

区

の

約

半

分

を

し

め

ま

す
。
昭

和

１

４

年

水

道

新

開

常

会

と

し

て
、
発

足

以

来

７

７

年

の

歴

史

が

あ

り

ま

す
。
先

人

の

苦
労
が
偲
ば
れ
ま
す
。

一

方
、
大

き

い

が

故

の

問

題

も

あ

り

ま
す
。
班
長
さ
ん
、
区
長
さ
ん
を
始
め
本

部

役

員

の

苦

労

は

計

り

知

れ

ま

せ

ん
。

日
々

皆
さ

ん
の

ご
努

力
に

よ
り

自
治
会

運
営
が
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

大

き
い

事
は

各
事

業
内

容
も

大
き
く

な

り
、

最

近

重

要

視

さ

れ

て

い

る

避

難

訓

練

に

お

い

て

も
、
地

域

内

に

小

学

校

が

３

校
、
中

学

校

が

２

校

あ

り

そ

れ

ぞ

れ

に

避

難

所

が

あ

り

ま

す
。
防

災

部

の

指
導

の
も

と
活

発
に

訓
練

を
し

て
い
ま

す
。
交
通
安
全
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
担
当

の
交
通
防
犯
部
。
公
園
、
広
場
の
清
掃
ま

た

ご

み

集

積

場

所

管

理

の

環

境

部
。
ハ

イ
キ
ン
グ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
健
康
講
話
等

を

担

当

す

る

文

化

体

育

部
。
焼

き

芋

や

う

ど

ん

作

り

の

担

当

の

子

供

育

成

部
。

他
に
も
福
祉
部
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
部
、

総
務

部
が

あ
り

そ
れ

ぞ
れ

の
活

動
事
業

を

お

知

ら

せ

す

る

広

報

部

は
、
広

報

紙

を
年

４
回

発
行

し
今

年
９

月
に

第
１
５

５

号

に

な

り

ま

し

た
。

継

続

は

力

な

り

と
申
し
ま
す
。

少

子

高

齢

化

の

今
、

東

林

間

自

治

会

も

今

後

は
、

子

供

た

ち

や

高

齢

者

に

向

け
た

活
動

が
よ

り
重

要
に

な
る

と
思
い

ま
す
。


